
笑顔とがんばりの町
広
報おのまち 平成22年

№566 4

思い出を胸に刻んで…
小戸神小学校閉校式が３月27日、夏井第二小学校
閉校式が３月28日、両校で行われました。
 （関連ページ　Ｐ16～Ｐ19）

（小戸神小学校）

（夏井第二小学校）
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繰入金・繰越金・諸収入
 5,912万３千円（1.48％）

財産収入 5,995万７千円（1.50％）

第四次振興計画重点施策に対し、選択と集中により予算を配分
一般会計予算39億9,500万円　前年度より3.42％増

﹁
き
ら
め
く
人
と
自
然   

あ
っ
た
か
小
野
町
﹂を
実
現
す
る
た
め
に

  
平
成
22
年
度
当
初
予
算

◆
当
初
予
算
の
概
要

 　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
予
算

の
総
額
は
39
億
９
千
５
百
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
１
億
３
千

２
百
万
円（
３
・
42
％
）増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

増
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

国
の
制
度
改
正
に
よ
る
子
ど
も

手
当
の
創
設
や
緊
急
的
な
雇
用

機
会
創
出
の
た
め
の
事
業
予
算

の
計
上
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
事
業
の
内
容
拡
充
な

ど
で
す
。

◆
基
本
的
な
考
え
方

　

景
気
低
迷
に
よ
る
町
税
収
入

が
落
ち
込
む
中
、
平
成
21
年
度

を
初
年
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
第
四
次
小
野
町
振
興
計
画
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標「
す

こ
や
か
」・「
は
ぐ
く
み
」・「
げ

ん
き
」・「
さ
わ
や
か
」・「
あ
ん

し
ん
」の
重
点
施
策
に
対
し
、

選
択
と
集
中
に
よ
り
予
算
を
配

分
し
、
現
在
進
行
中
の「
笑
顔

と
が
ん
ば
り
行
革
大
綱
」の
基

本
方
針
に
沿
っ
て
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

自
主
財
源　

29
・
54
％

依
存
財
源　

70
・
46
％

町税 ９億7,168万円（24.32％）

分担金及び負担金・使用料及び手数
料・寄付金
 8,950万７千円（2.24％）
町債 ３億7,290万円（9.33％）

国庫支出金
 ２億3,342万１千円（5.84％）
県支出金
 ２億1,086万２千円（5.28％）
地方消費税交付金
 9,300万円（2.33％）
地方譲与税・利子割交付金・配当割交付
金・株式等譲渡所得割交付金・ゴルフ場
利用税交付金・自動車取得税交付金・地
方特例交付金・交通安全対策特別交付金
 9,455万円（2.38％）
地方交付税
 18億1,000万円（45.30％）

歳　入

町税の状況　
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 比 較 増減率

町 民 税 ３億6,173万５千円 ３億7,948万円 △1,774万5千円 △4.67％
固定資産税 ５億1,280万３千円 ５億547万５千円 732万８千円 1.45％
軽自動車税 2,540万５千円 2,487万９千円 52万６千円 2.11％
町たばこ税 7,154万円 7,593万円 △439万円 △5.78％
入 湯 税 外 19万７千円 20万円 △３千円 △1.50％
合 計 ９億7,168万円 ９億8,596万４千円 △1,428万4千円 △1.45％
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◆
歳
入

　

町
税
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
町
内

製
造
業
を
中
心
と
し
た
経
営
の
影
響
な

ど
で
１
千
４
百
万
円（
１
・
45
％
）減
額

し
、
地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
源
確
保

の
た
め
の
加
算
措
置
な
ど
か
ら
９
千
万

円（
５
・
23
％
）増
額
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
減
収
分
の
財
源
確
保
の
た
め
、

交
付
税
措
置
が
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債

の
発
行
を
過
去
最
高
額
を
見
込
ん
で
お

り
、
財
源
不
足
を
調
整
す
る
目
的
の
財

政
調
整
基
金
は
当
初
予
算
段
階
で
の
取

崩
し
は
行
わ
ず
、
収
支
均
衡
型
の
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

◆
歳
出

　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
子
ど
も
手

当
の
創
設
や
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
行
い
、
新
規
事
業
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
事
業
経
費
な
ど
に
よ
り
、

１
億
５
千
４
百
万
円（
17
・
37
％
）の
増

と
民
生
費
が
最
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
事

業
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
等
の
新

規
事
業
の
ほ
か
、
平
成
22
年
度
に
行
わ

れ
る
選
挙
経
費
な
ど
に
よ
り
、
総
務
費

で
９
千
５
百
万
円（
19
・
03
％
）の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
減
少
し
た
も
の
は
、
小
野

中
学
校
改
築
整
備
事
業
の
前
年
度
前

倒
し
執
行
な
ど
に
よ
り
、
教
育
費
で

１
億
３
千
９
百
万
円（
19
・
55
％
）の
減

の
ほ
か
、
起
債
償
還
完
了
な
ど
に
よ
り

公
債
費
が
３
千
６
百
万
円（
６
・
８
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳　出
議会費 8,251万５千円（2.07％）
総務費 ５億9,522万４千円（14.90％）

民生費 10億3,738万８千円（25.97％）

衛生費 ５億2,490万９千円（13.14％）

農林水産業費 １億1,516万円（2.88％）

商工費 3,294万8千円（0.82％）
土木費 １億7,687万円（4.43％）
消防費 ２億6,783万４千円（6.70％）
教育費 ５億7,331万２千円（14.35％）

災害復旧費 660万２千円（0.17％）

公債費 ４億8,687万４千円（12.19％）

労働費・諸支出金・予備費
 9,536万４千円（2.38％）

住民一人あたりの予算
（一般会計）

平成 22 年 1 月 1 日現在
11,786 人（住基人口）

■
用
語
解
説

【
町
税
】

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

町
の
財
政
力
に
応
じ
て
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

【
国
県
支
出
金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
、
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
で
す
。

【
議
会
費
】

　

議
会
運
営
に
使
う
お
金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

町
政
全
般
の
管
理
な
ど
に
使

う
お
金
で
す
。

【
民
生
費
】

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
児
童

な
ど
の
福
祉
や
保
育
園
な
ど
に

使
う
お
金
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

検
診
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
な
ど
に
使
う
お
金
で
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

農
林
水
産
業
の
振
興
や
農
道

等
の
整
備
に
使
う
お
金
で
す
。

【
商
工
費
】

　

商
工
業
や
観
光
振
興
な
ど
に

使
う
お
金
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
な
ど
の
整
備
・
維
持
管

理
に
使
う
お
金
で
す
。

【
消
防
費
】

　

消
防
・
水
防
・
災
害
対
策
に

使
う
お
金
で
す
。

【
教
育
費
】

　

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
に

使
う
お
金
で
す
。

【
公
債
費
】

　

借
入
金
の
返
済
に
使
う
お
金

で
す
。

科　　目 金　　額

民 生 費 88,018 円

総 務 費 50,503 円

教 育 費 48,643 円

衛 生 費 44,537 円

公 債 費 41,310 円

消 防 費 22,725 円

土 木 費 15,007 円

農 林 水 産 業 費 9,771 円

議 会 費 7,001 円

諸 支 出 金 4,319 円

予 備 費 3,705 円

商 工 費 2,796 円

災 害 復 旧 費 560 円

労 働 費 66 円

合 　 　 計 338,961 円
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「
す
こ
や
か
」

〜
み
ん
な
が
輝
き
、
健
や
か
で
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
〜

【
社
会
福
祉
の
充
実
】

◇
地
域
生
活
支
援
事
業（
障
が
い
者
自
立
支
援
）

【
子
育
て
支
援
】

◇
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

◇
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業（
助
成
対
象
者
拡
充
）

◇
誕
生
記
念
品「
お
め
で
た
い
っ
す
ー
」プ
レ
ゼ
ン
ト

　

事
業

　
（
出
産
祝
い
と
し
て
町
有
林
を
活
用
し
た
幼
児
用
い

　

す
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

平成22年度の重点施策

　

と
も
に
支
え
合
い
な
が
ら
生
活
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
ま
た
、
だ
れ

も
が
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
提
供
な
ど
の
施
策
を
進
め
、
日
常
生
活
に
お
け
る
支
障
や
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

放課後子ども教室

平成22年度　会計別予算額

区分 本年度予算額 前年度予算額 比　較 増減率

一 般 会 計 39億9,500万円 38億6,300万円 １億3,200万円 3.42％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 13億6,611万２千円 12億5,181万１千円 １億1,430万１千円 9.13％

老 人 保 健 特 別 会 計 10万４千円 153万円 △142万６千円 △93.20％

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 9,847万９千円 １億570万７千円 △722万８千円 △6.84％

介 護 保 険 特 別 会 計 ９億1,984万４千円 ９億509万８千円 1,474万６千円 1.63％

介護保険サービス事業会計 338万５千円 232万２千円 106万３千円 45.78％

文化・体育振興基金特別会計 313万１千円 369万７千円 △56万６千円 △15.31％

企
業
会
計

水道事業会計

収 益 的 収 入 １億5,372万１千円 １億6,072万６千円 △700万５千円 △4.36％

収 益 的 支 出 １億5,200万５千円 １億6,072万６千円 △872万１千円 △5.43％

資 本 的 収 入 324万１千円 ２億601万６千円 △２億277万５千円 △98.43％

資 本 的 支 出 8,554万４千円 ２億7,800万円 △１億9,245万６千円 △69.23％

主な投資的事業（100万円以上）

一般会計

事  業  名 事 業 費

合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 事 業 1,548万８千円

庁 舎 管 理 事 業 2,400万円

新 エ ネ ル ギ ー 推 進 事 業 294万円

農 業 用 施 設 維 持 管 理 事 業 250万円

県 営 土 地 改 良 事 業（ 農 道 整 備 ） 814万３千円

急 傾 斜 地 対 策 事 業 200万円

町 道・ 生 活 道 路 維 持 事 業 2,200万円

町 道 改 良・ 舗 装 新 設 事 業 1,968万８千円

公 共 道 路 整 備 事 業 1,927万円

河 川 整 備 事 業 857万６千円

老 朽 住 宅 解 体 事 業 140万円

消 防 施 設 整 備 事 業 908万円

小 野 中 学 校 改 築 整 備 事 業 6,547万１千円

海 洋 セ ン タ ー 管 理 運 営 事 業 2,641万５千円

過年災公共土木施設災害復旧事業 659万８千円

水道事業会計

事  業  名 事 業 費

営 業 設 備 事 業 654万円

石 綿 セ メ ン ト 管 更 新 事 業 633万２千円

施 設 改 修 事 業 219万４千円
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【
保
育
環
境
の
充
実
】

◇
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

【
高
齢
者
の
福
祉
】

◇
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策
事
業

　
（
健
康
寿
命
を
延
ば
す
介
護
予
防
普
及
）

◇
お
元
気
ク
ラ
ブ
事
業

　
（
社
会
参
加
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
）

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
（
高
齢
者
相
談
窓
口
の
充
実
）

【
健
康
づ
く
り
】

◇
母（
親
）と
子
の
健
康
づ
く
り
事
業（
発
達
支
援
教
室
、

　

相
談
・
訪
問
事
業
、
妊
婦
及
び
乳
幼
児
健
康
診
査
）

◇
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
事
業

◇
住
民
健
診
事
業

◇
特
定
健
診
事
業（
国
民
健
康
保
険
）

◇
保
健
活
動
事
業
・
健
康
管
理
事
業（
国
民
健
康
保
険
）

【
地
域
医
療
の
充
実
】

◇
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
支
援
事
業

「
は
ぐ
く
み
」

〜
人
を
育
み
、
豊
か
さ
が
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り
〜

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に
育
ち
、
多
様
な
可
能
性
に
向
け
て
夢

を
持
っ
て
生
き
る
力
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
教
育
が
重
要
で
あ
り
、「
確
か
な
学

力
」・「
豊
か
な
心
」・「
健
や
か
な
体
」を
身
に
つ
け
る
た
め
、
少
人
数
教
育
、
英

会
話
活
動
、
環
境
教
育
な
ど
の
特
色
あ
る
多
様
な
教
育
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
の
自

立
意
識
や
社
会
性
の
育
成
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
教
育
の
充
実
に
努
め
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
一
元
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
き
が
い
を
見
つ
け
満
た
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
積
極
的

に
参
加
で
き
る
生
涯
学
習
環
境
、
楽
し
み
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
き
る
環
境
整
備

を
進
め
、
住
民
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
地
域
の
魅
力
を
発
見
・

育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
地
域
に
負
け
な
い
小
野
町
ら
し
い
文
化
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

【
教
育
の
充
実
】

◇
学
力
向
上
対
策
事
業

◇
外
国
語
理
解
教
育
推
進
事
業

【
教
育
環
境
整
備
】

◇
小
野
中
学
校
改
築
整
備
事
業

◇
幼
児
教
育
環
境
整
備
事
業（
認
定
こ
ど
も
園
）

【
生
涯
学
習
】

◇
生
涯
学
習
推
進
事
業

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
施
設
整
備
】

◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

◇
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
修
繕
事
業

【
芸
術
・
文
化
の
振
興
】

◇
丘
灯
至
夫
記
念
館
改
修
事
業（
記
念
館
の
拡
張
整
備
）

【
人
材
の
育
成
】

◇
中
学
生
海
外
派
遣
事
業（
中
学
生
の
翼
）

住民健診

丘灯至夫記念館

電子黒板を使用した
授業

外国語で話してみよう！
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「
げ
ん
き
」

〜
活
気
に
あ
ふ
れ
、
に
ぎ
わ
い
が
増
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
〜

　

地
域
の
特
性
や
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、
農
業
・
林
業
・
工
業
・
商
業
・
観

光
の
連
携
・
発
展
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
産
業
が
育
ち
や
す
い
環
境

を
整
備
し
、
活
気
と
活
力
の
あ
る
自
立
性
の
高
い
、
個
性
豊
か
で
快
適
な
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘
致
に
よ
り
雇
用
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
小
野
町
に
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
定
住
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
人
と
人
と
の
交
流
、
物
的
な
交
流
な
ど
、
地
域
間
、
国
際
的
な
交

流
を
進
め
、
人
と
モ
ノ
が
活
発
に
交
流
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
愛
着
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
企
業
誘
致
】

◇
企
業
誘
致
推
進
事
業

【
定
住
・
交
流
・
観
光
事
業
の
推
進
】

◇
定
住
・
二
地
域
居
住
推
進
事
業

◇
町
有
林
管
理
事
業（
定
住
施
策
等
へ
の
活
用
）

【
地
域
の
振
興
】

◇
小
野
町
55
周
年
記
念
事
業
地
域
の
が
ん
ば
り　

応
援
事
業（
町
民
が
自
主
的
に
行
う
町
づ
く
り　

活
動
に
対
す
る
支
援
）

【
農
林
業
・
工
業
・
商
業
の
振
興
】

◇
農
業
用
施
設
維
持
管
理
事
業

　
（
農
道
・
用
排
水
路
等
の
維
持
管
理
事
業
）

◇
健
康
な
野
菜
づ
く
り
推
進
事
業

　
（
健
康
な
土
づ
く
り
支
援
）

◇
夢
の
あ
る
農
業
者
育
成
推
進
事
業

　
（
新
規
就
農
者
支
援
、
農
地
流
動
化
支
援
）

◇
和
牛
・
乳
牛
導
入
事
業（
優
良
牛
導
入
）

◇
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業

　
（
森
林
所
有
者
の
支
援
）

◇
美
し
い
森
林
づ
く
り
基
盤
整
備
交
付
金
事
業

◇
商
工
振
興
事
業

◇
中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
保
証
融
資
制
度
事

　

業
◇
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

【
特
産
品
の
開
発
】

◇
地
域
資
源
を
生
か
し
た
新
た
な
商
品
開
発
事
業

　
（
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
商
品
の
開
発
）

【
情
報
化
の
推
進
】

◇
情
報
化
推
進
事
業

◇
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
事
業

　
（
小
野
町
愛
宕
テ
レ
ビ
中
継
局
建
設
負
担
金
）

平成22年度の重点施策

森林環境学習

「
さ
わ
や
か
」

〜
快
適
環
境
を
創
造
し
、
と
も
に
助
け
合
う
ま
ち
づ
く
り
〜

　

緑
や
水
辺
な
ど
の
自
然
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
環
境
を
守
り
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
地
域
の
生
活
環
境
を
育
て
る
意
識
を
高
め
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
環
境
力
の
向
上
に
よ
り
だ
れ
も
が
安
心

し
て
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
生
活
環
境
の
整
備
】

◇
環
境
保
全
事
業

　
（
不
法
投
棄
防
止
・
公
害
未
然
防
止
等
）

【
水
環
境
保
全
】

◇
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業（
浄
化
槽
整
備

　

促
進
及
び
生
活
排
水
処
理
基
本
計
画
の
見
直
し
）

【
森
林
環
境
の
保
全
】

◇
森
林
環
境
学
習
事
業（
森
林
環
境
交
付
金
の
活
用
）

◇
小
野
町
銘
木
後
継
樹
育
成
事
業

【
二
酸
化
炭
素
の
削
減
】

◇
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業

　
（
普
及
啓
発
お
よ
び
機
器
の
導
入
費
用
支
援
）

◇
エ
コ
ベ
ジ
カ
ー
テ
ン
事
業

　
（
つ
る
性
の
野
菜
を
使
っ
た
農
作
業
体
験「
緑
の

　

カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」）

太陽光発電システム
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「
あ
ん
し
ん
」

〜
安
全
・
安
心
で
幸
せ
が
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
〜

　

安
全
か
つ
円
滑
に
移
動
で
き
る
道
路
・
交
通
環
境
な
ど
の
都
市
機
能
を
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
行
き
交
い
、
集
い
、
快
適
に
過
ご

す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
や
災
害
の
な
い
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
、

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

【
安
全
安
心
対
策
】

◇
消
防
施
設
管
理
・
整
備
事
業

◇
防
犯
対
策
事
業

◇
交
通
安
全
対
策
事
業

【
水
資
源
の
有
効
利
用
】

◇
水
道
事
業
運
営
事
業

◇
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業

【
河
川
改
修
の
促
進
】

◇
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事
業

【
道
路
網
の
整
備
】

◇
町
道
及
び
生
活
道
路
維
持
事
業

◇
町
単
道
路
改
良
事
業

◇
町
単
舗
装
新
設
事
業

◇
百
目
木
・
堀
切
線
整
備
事
業

◇
リ
カ
ち
ゃ
ん
通
り
線
整
備
事
業

【
住
環
境
の
整
備
】

◇
急
傾
斜
地
対
策
事
業

◇
公
営
住
宅
管
理
事
業

右支夏井川河川改修事業

「おめでたいっすー」

防災訓練

☎ 農林振興課　７２- ６９３５ 写真のいすは試作品で、プレゼントする
いすとは異なります。

～森の恵みのおすそわけ…赤ちゃんへのあったかプレゼント～
プレゼント！！

 誕生記念品 

　平成22年4月1日以降に誕生したお子さんを
対象に、お名前・誕生日を入れた幼児用
いす「おめでたいっすー」をプレゼント
します。
　このいすは、町の財産である町有林
を未来に引き継ぎ、幼児期から木に
親しんでもらうために、町有林（杉）
の間伐材を活用し地元の森林組合や
建築家具組合の協力のもと製作するも
のです。
　最初のプレゼントをする時期は、10月
以降を予定しています。
　ぜひ、楽しみにしていてください。
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吉
田
理
彩
子（
小
野
新
町
小
３
年
）

柏
原　

友
里（
小
野
新
町
小
４
年
）

佐
藤　

莉
子（
小
野
新
町
小
５
年
）

鈴
木
志
緒
美（
小
野
新
町
小
６
年
）

今
泉　

綾
霞（
夏
井
一
小
１
年
）

吉
田　

莉
菜（
夏
井
一
小
２
年
）

郡
司　

昂
平（
小
野
中
３
年
）

渡
辺
み
さ
と（
小
野
中
３
年
）

根
本　

亜
樹（
小
野
中
３
年
）

会
田　

捺
美（
小
野
中
３
年
）

小
野
中
野
球
部
新
人
チ
ー
ム

小
野
中
野
球
部
３
年
生
チ
ー
ム

郡
司　

温
子（
小
野
高
３
年
）

吉
田　

裕
輝（
田
村
高
３
年
）

郡
司　

麻
妃（
田
村
高
３
年
）

村
上　

貴
彦（
田
村
高
３
年
）

村
上　

健
太（
郡
山
北
高
３
年
）

吉
田　

淳
也（
郡
山
北
高
３
年
）

宗
像　

雄
基（
郡
山
北
高
３
年
）

吉
田　

有
里（
郡
山
女
子
大
附
属
高
３
年
）

橋
本　
　

彩（
帝
京
安
積
高
２
年
）

吉
田　

美
香（
郡
山
東
高
３
年
）

吉
田　

卓
矢（
安
積
高
２
年
）

須
藤　

瑛
人（
安
積
高
３
年
）

松
本　
　

悠（
相
馬
東
高
１
年
）

　

町
で
は
、
文
化
体
育
の
分
野
で
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
小
・
中
・
高
校
生
に
激
励
金
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
込
み
は

公
民
館
ま
で
お
願
し
ま
す
。

☎ 

公
民
館　

７
２
ー
２
１
２
５

平
成
21
年
度
小
野
町
文
化
体
育
振
興
基
金
表
彰

日
々
の
努
力
を
称
え

　

小
野
町
文
化
体
育
振
興
基
金
条
例
に
基
づ
く
表

彰
式
が
３
月
３
日
、
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
年
間
を
通
し
て
文
化
・
体
育
関
係
で

優
れ
た
成
績
を
修
め
た
町
の
小
・
中
・
高
校
生
を

対
象
に
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
23
人
と
２
チ
ー
ム
が
対
象
と
な
り
、

一
人
ひ
と
り
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
26
日
に
東
北
地
区
代
表
と
し
て
ピ

ア
ノ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
出
場
し
た
会
田
捺
美
さ

ん（
小
野
中
学
校
３
年
）と
、
３
月
19
日
に
全
国
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会
に
出
場
し
た
橋
本
彩
さ
ん

（
帝
京
安
積
高
等
学
校
２
年
）に
激
励
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。 

（
敬
称
略
）受賞者の皆さん

退
任
あ
い
さ
つ

（
前
）小
野
町
副
町
長　

伊
藤　

直
樹

　

皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
県
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
３

月
31
日
を
も
っ
て
、
副
町
長
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
町
民
の
皆
様
と
ご
一
緒
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ご
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
ら
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
と
の
出
会
い
や
小
野
町
で
の
多
く
の

経
験
・
出
来
事
は
、
私
に
と
っ
て
す
べ
て

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま

し
た
。

　

町
長
を
先
頭
に
町
職
員
と
と
も
に
汗
を

流
し
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
考
え
、
取

り
組
ん
で
き
た
町
づ
く
り
に
、
副
町
長
と

い
う
立
場
で
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
光
栄
な
こ
と
で
し
た
。
そ

の
一
方
、
責
任
の
重
さ
に
日
々
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
つ
つ
、
皆
様
の
期
待
に
十

分
に
こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
全
力
投
球
で
責
務
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

世
の
中
は
回
復
の
兆
し
に
あ
る
と
い
う

も
の
の
、
苦
し
く
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
、

依
然
と
し
て
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て

も
住
民
が
主
役
で
き
ら
り
と
輝
き
、
豊
か

な
自
然
の
中
で
、
心
温
か
に
、
快
適
に
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
を
、

笑
顔
と
が
ん
ば
り
を
持
っ
て
、
今
後
も
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
第
四
次
小
野
町
振
興
計
画
の

下
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
、
小
中
学
校
の

耐
震
対
策
、
小
野
中
学
校
の
改
築
等
の
重

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推
進
し
て

お
り
ま
す
が
、
教
育
環
境
の
充
実
、
子
育

て
支
援
の
充
実
、
地
域
医
療
の
充
実
、
産

業
振
興
、
企
業
誘
致
な
ど
、
引
き
続
き
取

り
組
む
べ
き
多
く
の
課
題
も
残
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
職
員
一
丸
と
な
っ
て

一
つ
一
つ
解
決
に
向
け
努
力
し
、
だ
れ
も

が
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
、
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

小
野
町
の
創
造
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
町
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
も
こ
れ
か
ら
は
小
野
町
の
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
小
野
町
の
す
べ
て
の
皆
様
に

感
謝
し
つ
つ
、
一
層
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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就
任
あ
い
さ
つ

３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰

こ
れ
か
ら
も 

む
し
歯
ゼ
ロ
だ
よ

　

３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
式
が
３

月
４
日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
平

成
21
年
度
後
期（
10
・
11
・
２
月
）

に
３
歳
児
健
診
を
受
け
た
43
人
中
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た
28
人
で
す
。

一
人
ひ
と
り
宍
戸
町
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
を
元
気
に
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は「
お
は

な
し
会
」を
親
子
で
楽
し
み

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で

す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

先
﨑
眞
梨
菜（
大
八
）

生
天
目
光
介（
仲
町
）

庭
田　

元
気（
反
町
）

根
本　

崚
平（
吉
野
辺
）

大
方　

郁
実（
飯
豊
上
）

羽
生　

陸
人（
飯
豊
上
）

橋
本　

颯
太（
南
田
原
井
）

新
妻　
　

洸（
飯
豊
下
）

山
口　

颯
斗（
飯
豊
下
）

石
井
萌
々
果（
浮
金
）

草
野　

朱
音（
塩
庭
一
区
）

渡
辺　

優
介（
本
町
）

宮
内
希
恵
登（
平
舘
）

柏
原　

真
歩（
大
八
）

長
谷
川
修
己（
浮
金
）

中
原　
　

健（
中
通
）

猪
狩
健
太
郎（
南
田
原
井
）

鈴
木
崇
一
郎（
皮
籠
石
）

石
井　

凌
翔（
夏
井
）

中
野　

美
夕（
本
町
）

吉
田　

陸
人（
小
野
山
神
）

吉
田　

実
紗（
上
羽
出
庭
）

佐
藤　

海
來（
谷
津
作
）

琴
田　

海
音（
荒
町
）

根
本　

万
椰（
夏
井
）

郡
司　

千
晴（
小
戸
神
）

先
﨑　

悠
杜（
夏
井
）

吉
田
涼
乃
介（
本
町
）

おはなし会の様子

これからも歯磨きがんばります！

小
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

矢
内　

今
朝
見

　

私
こ
と
、
３
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し

て
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月
２
日
の
臨

時
教
育
委
員
会
で
教
育
長
に
任
命
さ
れ
、

同
日
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
小
野
町
に
生
ま
れ
、
小
野
新
町
小

学
校
、
小
野
中
学
校
、
安
積
高
校
、
福
島

大
学
教
育
学
部
を
卒
業
し
、
36
年
間
教
職

に
就
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
三
春
中
学
校

の
校
長
を
最
後
に
、
こ
の
３
月
に
退
職
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
小
野
中
学
校
に
は
教
諭
と
し

て
10
年
間
、
校
長
と
し
て
４
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
町
民
の
方
々
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

再
び
ふ
る
さ
と
小
野
町
の
た
め
に
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
変
光
栄

で
あ
る
と
同
時
に
、
職
責
の
重
さ
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
職
36
年
の
経
験
を
生
か
し
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
小
野
町
の
教
育
行
政
発

展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
は
一
日
も
早
く
、
小
野
町
の
教
育

の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
誰
も

が
安
全
・
安
心
に
学
べ
る
教
育
環
境
の
整

備
・
充
実
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
教
育
は
学
校
や
行
政
の
力
だ
け
で
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
環
境

は
日
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、

関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
地
域
の
子

ど
も
を
地
域
で
守
り
、
育
て
る
」た
め
に
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が「
小
野
町
に

生
ま
れ
、
小
野
町
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
。」

と
思
え
る
よ
う
、
子
ど
も
も
教
師
も
夢
を

持
っ
て
元
気
に
学
ぶ
学
校
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
幼
児
教
育
、
生
涯
学
習
等

の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
野
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
笑
顔

と
が
ん
ば
り
の
町
」に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

行
政
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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第
24
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
行
政
区
親
善
交
歓
会

女
性
た
ち
の
熱
き
戦
い

　

第
24
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
行
政

区
親
善
交
歓
会
が
２
月
21
日
、
町
民
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
宍
戸
町
長
と
大
和
田
議
会
議
長

の
激
励
の
後
、
渡
辺
千
穂
子
さ
ん（
仲
町
）が
力
強

く
選
手
宣
誓
を
し
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

柔
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
い
６
人
制
３
セ
ッ
ト

マ
ッ
チ
形
式
で
競
技
が
進
め
ら
れ
、
予
選
リ
ー
グ

と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優　

勝　

中
通
行
政
区

◆
準
優
勝　

小
野
赤
沼
行
政
区

◆
第
三
位　

本
町
行
政
区
Ａ

◆
第
三
位　

仲
町
行
政
区
Ａ

中通行政区の皆さん（優勝）小野赤沼行政区の皆さん（準優勝）

猪
狩
信
男
氏  

消
防
長
官
表
彰（
永
年
勤
続
功
労
章
）受
賞

永
年
の
功
績
を
称
え

　

猪
狩
信
男
さ
ん（
平
舘
）が
消
防
長

官
表
彰（
永
年
勤
続
功
労
章
）を
受
賞

し
、
３
月
12
日
、
大
河
原
福
島
県
県

中
地
方
振
興
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
現
役
の
消
防
団
員

で
、
消
防
歴
30
年
以
上
の
幹
部
の
中

か
ら
、
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た

方
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

猪
狩
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
が

広
く
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
受

賞
を
心
よ
り
お
祝
い
し
、
ま
た
今
後

も
ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

福
島
県
市
町
村
別
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

住
民
一
丸
と
な
り
２
年
連
続
受
賞

　

平
成
21
年
の
福
島
県
市
町
村
別
交

通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、

小
野
町
は
Ｂ
グ
ル
ー
プ（
人
口
１
万

人
以
上
３
万
人
未
満
の
町
村
）の
２

位
と
な
り
、
福
島
県
交
通
対
策
協
議

会
長（
県
知
事
）お
よ
び
福
島
県
警
察

本
部
長
連
名
の
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
平
成
21
年
の
交
通

事
故
発
生
件
数
な
ど
が
、
過
去
３
年

に
比
べ
大
き
く
減
少
し
た
市
町
村
が

表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
小
野
町
は
２

年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
り
、

交
通
安
全
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
交
通
事
故
撲
滅
を

目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

交  

通  

安  

全
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第
19
回
小
野
町
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

春
を
迎
え
る
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

　

第
19
回
小
野
町
ス
プ
リ

ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

３
月
14
日
、
多
目
的
研
修

集
会
施
設
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は

10
団
体
約
１
４
０
人
の
皆

さ
ん
が
出
演
し
、
合
唱
や

ダ
ン
ス
、
大
正
琴
な
ど
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

約
３
０
０
人
が
来
場
し
、

素
晴
ら
し
い
歌
声
や
演
奏

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

最
後
の
全
体
合
唱
で
は
、

故
丘
灯
至
夫
先
生
を
偲
び
、

「
小
町
温
泉
小
唄
」を
全
員

で
合
唱
し
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

◆
出
演
団
体（
出
演
順
）

　

琴
生
流
小
野
町
大
正
琴
ギ
タ
ー
愛
好
会（
大
正
琴
）

　

な
み
音
会（
箏
）

　

健
康
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
）

　

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ア
マ
ビ
ー
レ（
フ
ル
ー
ト
）

　

マ
ド
リ
ガ
ル
コ
ー
ラ
ス（
合
唱
）

　

小
町
夢
太
鼓（
和
太
鼓
）

　

琴
城
流
大
正
琴
カ
ル
ミ
ヤ
の
会（
大
正
琴
）

　

小
野
歌
謡
愛
好
会（
カ
ラ
オ
ケ
）

　

小
野
町
ダ
ン
ス
愛
好
会（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
）

　

小
町
混
声
合
唱
団（
合
唱
）

健康ダンスクラブの皆さん

福
島
高
専
ロ
ボ
ッ
ト
講
座
・
町
内
の
小
中
学
校
４
校
で
開
設

見
事
な
動
き
に
興
味
津
々

　

小
野
町
と
福
島
工
業
高
等
専
門
学

校（
い
わ
き
市
）は
、
相
互
の
振
興
発

展
を
目
的
に
、
平
成
20
年
８
月
に
教

育
、
産
業
、
福
祉
、
環
境
等
の
分
野

で
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
町
内

の
小
学
校
３
校（
浮
金
小
学
校
・
夏

井
第
一
小
学
校
・
小
野
新
町
小
学

校
）、
中
学
校
１
校（
小
野
中
学
校
）

で
、
福
島
高
専「
出
前
ロ
ボ
ッ
ト
講

座
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
３
日
間
に
分
け
て
行
わ

れ
、
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
物
質

工
学
科
の
天
野
仁
司
教
授
が
ロ
ボ
ッ

ト
の
仕
組
み
や
高
専
ロ
ボ
コ
ン
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
部
品
の
実

物
な
ど
を
用
い
分
か
り
や
す
く
説
明
、

同
行
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
会
の

学
生
が
、
高
専
ロ
ボ
コ
ン
に
出
場
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
徴
な
ど
を
説
明
し

な
が
ら
操
作
し
、
見
事
な
動
き
を
披

露
し
て
い
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
児
童
・
生
徒
は
、
自
ら

ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
体
験
を
し
、
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
製
作
期
間
や
性
能
な
ど

に
つ
い
て
活
発
に
質
問
す
る
な
ど
、

興
味
津
々
で
講
座
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。

ロボットの動きにびっくり！（浮金小学校）

アームロボットの操作体験（夏井第一小学校）

ロボット操作楽しいね（小野新町小学校） 高専ロボコンさながらに（小野中学校）
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第
24
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

こ
の
一
打
に
か
け
る

　

第
24
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

３
月
５
日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

先
崎
寿
江
さ
ん（
小
野
赤
沼
）が
力
強
く
選
手
宣

誓
し
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
は
１
試

合
30
分
で
、
各
チ
ー
ム
の
選
手
５
人
が
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
真
剣
な
面
持
ち
で
ボ
ー
ル
に

集
中
し
、
審
判
の「
ゲ
ー
ト
通
過
」の
声
に
一
喜
一

憂
し
な
が
ら
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
勝
敗
を
決
す
る
た
め
、

選
手
の
応
援
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優　

勝　

小
野
山
神
行
政
区

◆
準
優
勝　

吉
野
辺
行
政
区
Ａ

◆
第
３
位　

飯
豊
上
行
政
区
Ｂ

◆
第
４
位　

湯
沢
行
政
区

◆
第
５
位　

飯
豊
上
行
政
区
Ｄ

◆
第
６
位　

浮
金
行
政
区
Ａ

小野山神行政区の皆さん（優勝）吉野辺行政区Aの皆さん（準優勝）

　

私
は
、
10
人
兄
弟
の
８
番
目
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
家
は
農
家
な
の

で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
家
の
手
伝

い
を
さ
せ
ら
れ
、
水
く
み
、
風
呂

た
き
、
タ
バ
コ
は
さ
み
な
ど
い
ろ

い
ろ
手
伝
い
ま
し
た
。
つ
ら
か
っ

た
で
す
。
で
も
、
手
伝
い
の
合
間

に
、
夏
は
近
く
の
川
で
川
遊
び
を

し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

昭
和
35
年
に
吉
野
辺
を
は
な
れ
、

愛
知
県
に
行
っ
て
、
愛
知
用
水
工

事
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

仕
事
の
関
係
で
各
地
を
転
々
と
し

て
、
昭
和
40
年
に
戸
田
市
民
に
な

り
ま
し
た
。

　

家
の
目
の
前
に
は
、
菖
蒲
川
と

い
う
川
が
あ
り
ま
し
た
が
、
名
前

と
は
大
違
い
の
汚
い
川
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
戸
田
の
川

を
考
え
る
会
に
入
会
し
、
清
掃
活

動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
夢
は
、
夏
井
川
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
な
が
ら
、
20
年
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、

川
も
き
れ
い
に
な
っ
て
き
て
、
今

で
は
く
さ
い
臭
い
も
消
え
、
魚
が

時
々
姿
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
、
ボ
ラ
や
鯉
が
泳

ぐ
姿
を
見
た
時
、
涙
が
出
る
く
ら

い
う
れ
し
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

私
が
、
ふ
る
さ
と
小
野
町
会
に

入
会
し
た
き
っ
か
け
は
、
田
舎
に

遊
び
に
行
っ
た
時
ふ
る
さ
と
小
野

町
会
の
入
会
申
込
書
を
目
に
し
た

こ
と
で
す
。
実
家
の
兄
貴
に
入
会

を
勧
め
ら
れ
入
会
し
ま
し
た
。
現

在
は
、
埼
玉
支
部
長
を
務
め
、
新

年
会
や
花
見
な
ど
を
計
画
し
て
実

行
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
人
た
ち
と
話
を
し
て

い
る
時
、
皆
が
故
郷
を
大
切
に
し

て
い
る
気
持
ち
は
同
じ
だ
な
と
感

じ
ま
す
。

　

田
舎
で
の
18
年
間
は
、
辛
い
時

も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
今
は
私
に

と
っ
て
大
事
な
故
郷
で
す
。
故
郷

に
帰
る
た
び
に
、
故
郷
の
空
気
、

故
郷
の
風
景
は
い
つ
ま
で
も
変
わ

ら
な
い
で
ほ
し
い
と
心
よ
り
想
い

ま
す
。

田
舎
の
思
い
出

先
崎
　
助
直

（
吉
野
辺
出
身
・
埼
玉
県
支
部
長
）

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信
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光ファイバでできること
☎ 小野町光ファイバ推進協議会（企画商工課）
　 ７２－６９３９インターネット編③

パソコンを光ファイバにつなごう！

パソコンを光ファイバに
つなぐ？
ひもで結べばええんかの

通 信 事 業 者 の 工 事 範 囲

光ファイバ

回線終端装置

利 用 す る 方 の 設 置 範 囲
（自分でもできますし工事事業者に依頼することもできます）

回線終端装置
はほとんどレ
ンタルです。

LAN ケーブルを使って
ネットワークを組むと情
報やプリンタが共有でき
てとても便利 こんなケーブル

LAN ケーブルの接続
はコンセントタップみ
たいな「ハブ」を使用し
ます。

配線が難しい場合は、
無線方式のLANも
あります。

いや、光なんじゃからライトで
照らせば…
…じ、事務局さんお願いします

はい、事務局です。お任せください！
光ファイバの場合「回線終端装置」までは通信事業者が工事を行います。
回線終端装置からは、利用者が自分の希望どおりに配線したり、事業者
に依頼をして配線したりします。

　これで光ファイバとパソコンをつなぐことができました。あとはプロバイダ（インター
ネット接続サービス事業者）と契約をして、インターネットを楽しむことができます。
　インターネット利用と光ファイバの接続をセットにしたプロバイダもあります。ご利用に
あたってはご自分に合ったサービス内容をよくご検討の上、お申し込みください。

Ｑ　パソコンの設定はどうするの？
　Ａ　プロバイダから簡単に設定できる
　　　手順書やプログラムが提供されま
　　　す。また出張して設定してくれる
　　　ところも増えています。ご契約の
　　　際にご確認ください。

Ｑ　パソコンは新しくしないとダメ？
　Ａ　必ずしも新しいパソコンは必要あ
　　　りませんが、少なくてもLANケー
　　　ブルが接続できること、インター
　　　ネットが見られる能力を備えてい
　　　ることが必要です。

Local Area Network（ローカル・エリア・ネットワーク）の頭文字をとって、「LAN（ラン）」
と呼んでいます。家庭内で複数のパソコンやプリンタなどを接続して、情報や印刷を共用
することができます。最近では、テレビやゲーム機に接続できるものも増えています。

なんだか難し
そうじゃのう
…

光ファイバへ
の接続や、パ
ソコンの設定
を代行してく
れるところも
あるそうじゃ
か ら、 安 心
じゃぞ。インターネットにつながったか

ら、次は「ホームページを見る」
ための方法を知りたいのう。
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中
学
校
卒
業
式
が
３
月
12
日
、
小

学
校
卒
業
式
が
３
月
23
日
、
各
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
や
保
護
者
が
見
守
る
中
、

卒
業
生
全
員
の
氏
名
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
友
だ
ち
や
先
生
と
の

別
れ
に
涙
を
流
し
た
り
、
充
実
感
か

ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
り
と
表
情
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
向
か
っ
て
、新
た
な
誓
い
を
胸
に
、

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。飯豊小学校　卒業生16人

　在校生が作った桜の花、400個で飾られた会
場で、一足早い春を感じながらの卒業式でした。

浮金小学校　卒業生10人
　最後に卒業生一人ひとりから担任の鈴木
敦子先生へメッセージが伝えられ、卒業生
たちのサプライズに感極まり、感動的な卒
業式となりました。

小野新町小学校　卒業生68人
　いつものように元気よく登校した卒
業生。式では緊張した表情で一人ひと
りが卒業証書を受け取りました。

新たな誓いを胸に… 小・中学校卒業式
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夏井第一小学校　卒業生８人
　「別れの言葉」では、卒業生は学校生活の思い出
とこれからの決意を述べ、在校生は卒業生への感
謝の気持ちを伝えました。

夏井第二小学校　卒業生６人
　みんな仲良く、家族のような夏井二小。笑
顔で巣立ち、笑顔が送る卒業式でした。

浮金中学校　卒業生９人
　『高き理想を共にかざして　
 真理きわめん　学び舎に』
　校歌を歌いながら、決意を新たにする浮金
中学生です。

小野中学校　卒業生110人
　進む道は別々になってしまって
も、３年間で培った友情と中学校
の思い出を財産に、学び舎をあと
に旅立ちました。

小戸神小学校　卒業生４人
　最後の卒業生を送り出した小戸神小。在
校生にとっても、小戸神小学校最後の修了
式でした。
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小
戸
神
小
学
校　

校
歌國

分
津
宜
子　

作
詞

郡
司　

好
男　

作
曲

一　

日
影
山
晴
れ
て　

く
も
な
き

　
　

ま
ど
か
な
る　

平
和
を
の
ぞ
み

　
　

健
康
に
の
び
ゆ
く
い
の
ち

　
　

み
な
ぎ
り
て　

励
む
ま
な
び
舎

　
　

も
ろ
共
に　

友
よ
た
ゝ
え
ん

　
　

あ
　ゝ

小
戸
神
小
学
校

二　

東
堂
の
か
ね
の　

ひ
び
き
の

　
　

す
み
渡
る　

真
理
を
き
わ
め

　
　

果
て
し
な
く
伸
び
ゆ
く
い
の
ち

　
　

も
え
立
ち
て　

に
な
う
使
命
に

　
　

も
ろ
共
に　

友
よ
た
ゝ
え
ん

　
　

あ
　ゝ

小
戸
神
小
学
校

　

小
戸
神
小
学
校
の
閉
校
式
が
３
月

27
日
、
同
校
体
育
館
に
お
い
て
、
在

校
生
、
卒
業
生
、
小
戸
神
行
政
区
関

係
者
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
し
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
宍
戸
町
長
が「
大

規
模
校
を
凌
駕
す
る
立
派
な
成
績
を

あ
げ
た
児
童
の
皆
さ
ん
の
努
力
を
讃

え
る
と
と
も
に
、
本
校
発
展
の
た
め

に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
式

辞
を
述
べ
、
車
田
輝
治
校
長
が「
小

戸
神
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
真
っ

直
ぐ
に
力
強
く
成
長
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
児
童
を
代
表
し
て
國
分
崇

宏
さ
ん（
６
年
）が「
思
い
出
の
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
た
母
校
が
な
く
な
る
こ

と
は
と
て
も
寂
し
く
悲
し
い
こ
と
で

す
。
で
も
、
僕
た
ち
小
戸
神
小
学
校

の
最
後
の
10
人
は
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
、
先
輩
に
笑
わ
れ
な
い
よ
う

精
一
杯
の
努
力
を
し
ま
す
」と
別
れ

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
校
旗
返
納
で
は
、

車
田
校
長
と
春
山
南
苗
さ
ん（
６
年
）

か
ら
、
町
長
に
校
旗
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
全
員
で
校
歌
を
歌
い
、

最
後
の
思
い
出
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。

　

式
典
に
引
き
続
き
、
小
戸
神
小
学

校
閉
校
記
念
実
行
委
員
会
に
よ
る
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
児
童
全
員
で
、

一
年
間
の
活
動
を
ス
ラ
イ
ド
と
俳
句

で
表
現
し
た「
小
戸
神
の
四
季
」を
披

露
し
た
ほ
か
、
保
護
者
に
よ
る
合
唱

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
恩
師
や
同
級
生
と
の

再
会
を
懐
か
し
む
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

137年の歴史と友に… 小戸神小学校閉校　

出席者全員で校歌を斉唱

別れのことば　國分崇宏さん

校旗返納　春山南苗さん

懐かしい思い出がよみがえります保護者の皆さんによる合唱
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１
年　

郡
司　

光
流

　

ぼ
く
は
、
お
と
が
み
小
学
校

さ
い
ご
の
１
年
生
で
す
。
お
と

が
み
小
学
校
で
勉
強
し
た
こ
と

は
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

４
年　

春
山　

健
太

　

宿
泊
学
習
が
一
番
の
思
い
出

で
す
。
友
だ
ち
と
夜
遅
く
ま
で

お
き
て
遊
ん
だ
こ
と
が
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

４
年　

吉
田　

洋
輝

　

友
だ
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
き
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
友
だ
ち
と
楽
し
く
す
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
年　

郡
司　

望
夢

　

４
年
間
楽
し
い
思
い
出
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
小
戸
神
小

の
友
だ
ち
と
お
と
な
に
な
っ
て

も
な
か
よ
く
し
た
い
で
す
。

４
年　

村
上　

一
恵

　

こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
り
ま

す
。
小
戸
神
小
学
校
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

５
年　

郡
司　

優
太

　

小
戸
神
小
で
一
番
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
水
泳
で
す
。

新
小
に
行
っ
て
も
リ
レ
ー
の
選

手
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。

６
年　

國
分　

崇
宏

　

ぼ
く
が
一
番
心
に
残
っ
た
こ

と
は
、
陸
上
大
会
で
や
っ
た
選

手
宣
誓
だ
。
緊
張
し
て
た
け
れ

ど
堂
々
と
で
き
た
の
で
す
ば
ら

し
い
思
い
出
に
な
っ
た
。

６
年　

吉
田　

達
也

　

６
年
間
同
じ
道
を
通
っ
た
の

で
親
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。
中

学
校
へ
行
っ
て
、
ひ
ま
な
と
き

に
少
し
顔
を
出
そ
う
と
し
て
も

誰
も
い
な
い
の
で
さ
み
し
い
で

す
。
さ
よ
う
な
ら
小
戸
神
小
。

６
年　

春
山　

南
苗

　

大
人
に
な
っ
て
も
、
小
戸
神

小
で
の
思
い
出
は
き
っ
と
忘
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
あ

り
が
と
う
小
戸
神
小
学
校
。

６
年　

村
上　

智
美

　

陸
上
記
録
会
で
メ
ダ
ル
が
と

れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
少
な
い

人
数
で
し
た
が
、
大
き
い
学
校

と
は
違
う
楽
し
さ
が
あ
じ
わ
え

て
よ
か
っ
た
で
す
。

 

児
童
ひ
と
り
一
言

＊＊＊ 思い出Photo gallery ＊＊＊

１

１  明治27年ころの校舎
２  現在の校舎
３  学校給食開始（昭和39年）
４  鼓笛隊発足（昭和41年）
５  運動会（昭和44年）
６  プールができたよ！（昭和45年）
７  凧揚げ大会（平成６年）
８  田村郡音楽祭（平成12年）
９  猪苗代スキー場での郊外学習

２

３４

５６

７８

９
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共に歩んだ136年…
 夏井第二小学校閉校　

出席者全員で校歌を斉唱

別れのことば　吉田優衣さん

校旗返納　西牧一歩さん

出席者全員での風船飛ばし 県大会出場の演奏を披露

　

夏
井
第
二
小
学
校
の
閉
校
式
が
３

月
28
日
、
同
校
体
育
館
に
お
い
て
、

在
校
生
、
卒
業
生
、
地
域
の
関
係
者

な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
宍
戸
町
長
が「
小

中
学
校
音
楽
祭
に
お
い
て
、
地
区
代

表
校
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
有
終
の
美

を
飾
っ
た
児
童
の
皆
さ
ん
の
努
力
と

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
熱
心
な
取
り
組

み
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
式
辞

を
述
べ
、
武
藤
英
明
校
長
が「
人
数

は
少
な
く
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
熱

心
に
取
り
組
み
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら

は
さ
ら
に
勉
強
や
運
動
に
励
み
、
立

派
な「
な
つ
い
っ
子
」に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
を
代
表
し
て
吉
田
優

衣
さ
ん（
６
年
）が「
全
校
生
で
取
り

組
ん
だ
合
奏
で
２
年
連
続
県
大
会
に

出
場
し
、
た
っ
た
21
人
で
も
や
れ
ば

で
き
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
閉
校
は

さ
び
し
く
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、
私

た
ち
が
、
夏
井
第
二
小
学
校
を
愛
す

る
気
持
ち
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
り
ま

せ
ん
」と
別
れ
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
武
藤
校
長
と
西
牧
一
歩

さ
ん（
６
年
）か
ら
、
町
長
に
校
旗
を

返
納
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
全
員
で
校
歌
を
歌
い
、

思
い
出
の
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
母
校

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
夏
井
第
二
小
学
校
閉

校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
に
よ
る
記

念
行
事
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
が
学

校
の
歴
史
や
今
年
一
年
間
の
思
い
出

を
ス
ラ
イ
ド
使
っ
て
紹
介
し
た
ほ
か
、

合
奏
と
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
庭
で
風
船
を
飛
ば
し
、

最
後
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
、
風
船
が
見
え
な
く
な
る

ま
で
、
ず
っ
と
空
を
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。

夏
井
第
二
小
学
校　

校
歌

丘　

灯
至
夫　

作
詞

夏
原　

明
渓　

作
曲

一　

田
村
の
大
地　

踏
み
し
め
て

　
　

無
限
の
空
に　

胸
張
ろ
う

　
　

あ
あ　

こ
こ
に　

こ
こ
に　

こ
こ
に

　
　

こ
こ
に　

夏
井
第
二
小
学
生

　
　

こ
こ
ろ
に　

花
と
太
陽
を

二　

阿
武
隈
高
地　

九
生
滝
川

　
　

や
す
ま
ぬ
流
れ　

そ
の
教
え

　
　

あ
あ　

こ
こ
に　

こ
こ
に　

こ
こ
に

　
　

こ
こ
に　

夏
井
第
二
小
学
生

　
　

励
ま
し　

助
け　

美
し
く

三　

嵐
に　

寒
に　

立
ち
む
か
い

　
　

杉
の
木　

天
に
そ
そ
り
立
つ

　
　

あ
あ　

こ
こ
に　

こ
こ
に　

こ
こ
に

　
　

こ
こ
に　

夏
井
第
二
小
学
生

　
　

こ
の
健
や
か
さ　

い
つ
ま
で
も
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１
年　

西
牧
千
愛
里

　

わ
た
し
は
み
ん
な
と
ド
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
学
校
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
も
、
み
ん
な
も
先
生

も
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

２
年　

菅
野　
　

勝

　

ぼ
く
は
夏
井
第
二
小
学
校
が
大

す
き
で
す
。
さ
い
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
気
も
ち
を
こ
の
学
校
で
教

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ

か
ら
も
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

２
年　

石
井　

裕
人

　

ぼ
く
は
夏
井
第
二
小
学
校
の
こ

と
が
大
す
き
で
す
。
こ
の
学
校
で

み
ん
な
や
先
生
と
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル

や
全
校
合
奏
を
や
っ
た
こ
と
は

ず
っ
と
わ
す
れ
ま
せ
ん
。

３
年　

宗
像　

一
紀

　

全
校
生
で
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
、
雪
合
戦
を
し
た
こ
と

が
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

体
育
館
は
思
い
出
の
場
所
で
す
。

３
年　

吉
田　

透
子

　

私
は
こ
の
学
校
の
プ
ー
ル
に
泳

ぐ
こ
と
の
楽
し
さ
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
町
水
泳
大
会
で
銀
メ

ダ
ル
を
も
ら
っ
た
時
は
さ
い
高
に

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

３
年　

吉
田　
　

葵

　

私
は
、
体
育
館
で
み
ん
な
と
一

緒
に
運
動
し
た
こ
と
が
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
走
る
と
風
が
気
持
ち

よ
か
っ
た
で
す
。

３
年　

二
瓶　
　

真

　

ぼ
く
は
、
プ
ー
ル
が
大
好
き
で

す
。
１
年
生
と
３
年
生
で
金
メ
ダ

ル
を
と
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で

や
っ
た
シ
ン
ク
ロ
は
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。３

年　

駒
木
根
結
衣

　

夏
は
、
プ
ー
ル
や
シ
ン
ク
ロ
が

あ
っ
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
水

泳
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
も
ら
え
た

の
は
、
学
校
の
プ
ー
ル
の
お
か
げ

で
す
。
あ
り
が
と
う
。

４
年　

村
上　

奨
悟

　

夏
井
二
小
は
、
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

合
奏
で
行
っ
た
ア
リ
オ
ス
は
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
思
い
出

は
ぼ
く
の
宝
物
で
す
。

４
年　

小
野　

廣
徳

　

合
奏
の
練
習
で
よ
く
お
こ
ら
れ

ま
し
た
。
泣
き
な
が
ら
あ
や
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

あ
っ
た
か
ら
県
大
会
に
行
け
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

４
年　

岩
﨑
紗
耶
佳

　

私
の
夏
井
第
二
小
学
校
。
よ

か
っ
た
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
。
と
て
も
楽
し
い
学
校
で
す
。

４
年　

西
牧　

未
来

　

私
は
体
を
動
か
す
こ
と
と
字
を

書
く
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
み
ん

な
と
遊
ん
だ
こ
と
や
、
習
字
で
表

彰
さ
れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い

ま
す
。

５
年　

大
竹　

沙
奈

　

私
は
６
年
間
こ
の
学
校
で
過
ご

し
た
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
悲
し

い
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ
の
学
校

は
、
と
っ
て
も
い
い
学
校
で
す
。

５
年　

駒
木
根
祐
也

　

今
年
度
で
夏
井
第
二
小
学
校
が

な
く
な
る
の
が
さ
み
し
い
で
す
。

こ
の
５
年
間
い
ろ
い
ろ
な
感
動
や

勇
気
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

５
年　

菅
野　

拓
己

　

ぼ
く
は
夏
井
第
二
小
学
校
に
入

学
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

夏
井
第
二
小
学
校
の
お
か
げ
で

と
っ
て
も
楽
し
い
毎
日
が
送
れ
ま

し
た
。

６
年　

吉
田　

彩
香

　

私
は
こ
の
夏
井
第
二
小
学
校
が

大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
さ
び
し
い

け
れ
ど
感
謝
の
気
持
ち
で
す
。
今

ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

６
年　

西
牧　

一
歩

　

１
３
０
年
を
越
え
る
歴
史
の
あ

る
学
校
が
な
く
な
る
と
思
う
と
と

て
も
悲
し
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
年　

西
牧　

玲
奈

　

６
年
間
私
た
ち
を
見
守
っ
て
く

れ
た
先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夏
井
第
二
小
学
校
を
誇
り
に
思
い

ま
す
。

６
年　

石
井　

大
揮

　

夏
井
第
二
小
学
校
は
も
う
す
ぐ

閉
校
に
な
り
ま
す
。
ぼ
く
は
夏
井

第
二
小
学
校
で
６
年
間
過
ご
し
ま

し
た
。
こ
の
６
年
間
は
と
て
も
い

い
思
い
出
で
し
た
。

６
年　

吉
田　

優
衣

　

私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出

や
、
み
ん
な
と
遊
ぶ
、
学
ぶ
、
協

力
す
る
楽
し
さ
な
ど
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

６
年　

草
野　
　

歩

　

こ
の
夏
井
第
二
小
学
校
で
過
ご

し
た
時
間
は
、
楽
し
く
て
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。
今
こ
の
夏
井
第

二
小
学
校
に「
あ
り
が
と
う
」と
言

い
た
い
で
す
。

 

児
童
ひ
と
り
一
言

思い出の校舎の前で

１  明治11年ころの校舎
２  開校10周年記念
３  春告祭(平成22年)

＊＊＊ 思い出Photo gallery ＊＊＊
１

２

３
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内　　容 ４月30日まで ５月１日から

窓口の開庁時間

月曜日から金曜日
（祝日は除く）

午前８時30分から
午後５時30分まで

（15分延長）

午前８時30分から
午後５時15分まで

　

内　　容 ４月１日から

窓口延長

毎週水曜日
（祝日の場合は翌日）

午後７時15分まで

休日窓口
毎月第三日曜日

午前８時30分から
午後５時15分まで

取り扱う業務

（１）住民票の写し、印鑑証明書、戸籍関係謄抄本等の交付
（２）印鑑登録及び印鑑登録証の交付
（３）国民健康保険に関する資格の得喪に関する届出の受理
（４）国民年金に関する資格の得喪に関する届出の受理
（５）自動車臨時運行に関する許可業務
（６）納税及び課税に関する証明書の交付

役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります役場の開庁時間が変わります
　平成22年４月１日から職員の勤務時間が、１日８時間
から７時間45分になりました。
　これに伴い、役場の開庁時間が「午前８時30分から午後
５時15分まで」となりますが、窓口業務については、４月
30日まで15分延長し「午後５時30分まで」開庁します。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

☎ 総　務　課　７２- ２１１１
☎ 町民生活課　７２- ６９３３
☎ 税　務　課　７２- ６９３２

◇窓口延長および休日窓口◇

　毎週水曜日の窓口延長、毎月第３日曜日の休日窓口を引き続き行います。
　平日、お仕事などで来庁できない方は、ぜひご利用ください。



21　広報　おのまち
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　定期人事異動により、４月から次のような配置により事務を行っております。

町長事務部局 町　長 宍戸　良三

総務課長　 副課長（総務担当）
吉田ひろ子 松本　　一 先崎　秀一

　駒木根祐治 松本　　仁

副課長（行革推進担当）
赤坂　泰秀 熊谷　真也 先崎　淳子

佐藤　　浩

企画商工課長
西牧　英一 矢吹　美加 引地　一絋

　鈴木　澄夫 副課長（企画商工担当）

村上　昭一
鈴木香代子 村上　　香

税務課長　 副課長（課税担当）
先崎　英典 西牧　貴子 二瓶　　淳

　渡辺　慶一 阿部　京一

副課長（収納担当）
先崎　勝人 根本　理恵

山名　洋一

町民生活課長
遠藤　貴美 佐藤　金哉 先崎　　悟

　村上　春吉 副課長（町民担当）

村上形之助
清野　淳子 吉田　靖章 武藤　　光

副課長（環境安全担当）

吉田　徳一
佐藤真理子

健康福祉課長 副課長
根本　要子 大川原幸子 味原　広一

　藤井　義仁 （健康子育て支援担当）

根本　洋子
郡司　治子 新田　　徹 吉田　弘子

副課長（社会福祉担当）

吉田　　誠
宗像　玲子 鈴木美賀子 鈴木　健之

副課長（高齢福祉担当）

舘川　幸義
猪狩　信輔 矢吹　恵子

農林振興課長 副課長
遠藤　武雄 矢吹　浩司 吉田由起子

　石井一一 （農政振興・農林整備担当）

郡司　　功
草野　隆行 渡辺　裕之

地域整備課長
大方　峯子 郡司　幸喜 西牧　泰弘

　佐藤喜春 副課長（管理水道担当）

遠藤　靖次
矢吹　昌之 根本　慶一 二瓶由佳子

副課長（地域整備担当）

宗像　喜也
管野　正尚

会計管理者兼出納室長
鈴木優美子 長窪　仁美

　仲野谷　博

議会事務部局 議　長 大和田　昭

事務局長
先崎　　実

　宗像　利男

農業委員会事務部局 会　長 村上　和行

事務局長（兼務） 次長（兼務）　
吉田由起子（兼務）　　　　

　石井　一一 　郡司　　功

教育委員会事務部局 教育長 矢内今朝見

教育課長
【教育課】

　先崎　幸雄 副課長（教育総務担当）

鈴木　　稔
上遠野　眞 国分　竹子 吉田　　隆

折笠　裕之

副課長（生涯学習担当）
【公民館】

荻野　治美

今泉　令子 志賀　澄恵 阿部　京子

【ふるさと文化の館】

籠田まき子 西牧美也子 清水　綾子

菅野由美子

【町民体育館】

渡辺　みき 清野　昭雄

小野わかば幼稚園
佐藤　　瞳 村上万里子 根本　早苗

園長　　　橋本　寿子　

副園長　　草野ゆかり　
宗像美津江

中央さくら保育園
藁谷美枝子 石井小百合 桝内　洋子

園長（兼務） 橋本　寿子　

副園長　　佐藤　浩子　
吉田　由美 矢吹真由美 三浦　ふみ

宗像　孝子

飯豊ひまわり保育園
過足　文江 小沼　和子 宗像ミエ子

園長　　　村上　昌子　

夏井おおすぎ保育園
会田由紀子 今野　真弓 渡辺　梨恵

園長　　　遠藤　いく　

塩田　淳子

浮金つつじ児童園
吉田　美佳

園長　　　中原　智子　

小野中学校用務員 大竹美知子

小野新町小学校用務員 舘川みや子

飯豊小学校用務員 村上　英子

浮金小学校用務員 吉田とよ子

施設整備室長 副室長（兼務）
照山　　真

　吉田　浩祥 　鈴木　　稔

【解職】（※３月31日付け） 【退職】（※３月31日付け・退職時役職） 【派遣】
副町長　　伊藤　直樹 遠藤　信一 （総務課副参事兼副課長） 小野町地方綜合病院企業団 ［福島県との人事交流］

先崎富美子 （税務課主幹） 派遣期間（平成23年３月31日まで） 派遣期間（平成23年３月31日まで）
先崎　和子 （健康福祉課主幹） 吉田　吉広 宗方　保之（福島県土木部河川整備課）
鈴木　達男 （地域整備課主幹） 折笠　顕一
橋本　孝子 （教育課用務員）
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太陽と森林にいきづくエコのまち
ひかり も　り

太陽光発電システム設置費用の
一部を補助します！

　平成22年２月に策定した小野町地域新エネルギービジョンに基づき、太陽光発電シ
ステムの導入を促進し地球温暖化防止を図るため、太陽光発電システムの設置費用の一
部を補助します。

補助対象となる太陽光発電システム

・住宅や事業所の屋根などへの設置に適した、太陽光エネルギーを電気に変換し低圧または高
　圧の配電線と逆潮流有で連系するシステムで、電力事業者と電力受給契約を締結するもの
・未使用のもの（中古品は対象外）

補助制度を利用できる方

・自ら居住するまたは居住しようとする町内の住宅に太陽光発電システムを設置する方
・町内の事業所等に太陽光発電システムを設置する事業者
・町税を滞納していない方（生計を一にする者を含む）　　　　など

※町税（住民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税等）に滞納がある方は、該当
しません。（現年度、過年度を含む）

補助金の額

・個人は最大４ｋＷ28万円、事業所は最大５kw35万円までとなります。
・端数については、千円未満切り捨てます。
※例えば、最大出力が3.55ｋＷの場合は、24万８千円となります。

１ｋＷあたり７万円

募集期間

※補助金申請は先着順となります。予算の範囲内での受け付けとなりますので、予定額に達し
　た場合は、受け付けを終了します。

平成22年12月28日まで（募集件数  12件）

注意事項

・補助金交付決定後に太陽光発電システム設置工事に着手していただきます。
　（申請日には、工事未着工であることが条件です。）
・平成23年３月10日までに工事を完了し、実績報告書を提出していただきます。
　（平成23年３月10日までに事業を終了することが条件です。）
・すでに太陽光発電システムを設置した方は、補助金の交付対象とはなりません。

☎ 企画商工課　７２- ６９３８　  ７１- １０３７
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☎ ふるさと文化の館　７２－２１２０

＊＊＊  美術館  ＊＊＊

【 かぞくのひきだし展×３ 】

◆会期
　４月24日（土）～５月９日（日）
　午前９時～午後５時
 ※入場無料
　郡山市在住の作家、のぐちくみこさん
とそのご家族・友人による３組の家族の
作品展です。
　手作りのぬくもりが感じられ、心があ
たたまる作品ばかりです。会期中には、

【 ワークショップのご案内 】

◆開催日
　５月３日（月）
◆対象
　小学生以上
　（小学生は保護者同伴）
◆内容
　▽カルトナージュでアルバムづくり
　　時　間：午前10時30分～
　　材料費：400円　　定　員：10人
　▽フェルトでかんたん動物づくり
　　時　間：午後１時30分～
　　材料費：200円　　定　員：10人

　参加ご希望の方は、事前に申し込みく
ださい。定員になりましたら締め切りま
すので、ご了承ください。
　詳しくは、文化の館までお問い合わせ
ください。

＊＊＊  図書館  ＊＊＊

◆子ども読書の日　４月23日

　４月23日は「子ども読書の日」です。子
どもたちの読書活動推進に理解を深め、
子どもが積極的に読書を行う意欲を高め
るために、平成13年に定められました。

　「こどもの読書週間」は、もともと５月
１日～14日でしたが、2000年の「子ども
読書年」を機会に、現在の４月23日～５
月12日となりました。

◆こどもの読書週間
　４月23日～５月12日

ワークショッ
プも予定して
います。
　皆さんでぜ
ひご覧くださ
い。

カルトナージュ 動物づくり

❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

たくさん 
本を読もう！
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要
す
る
方

　

１
級
１
号
ま
た
は
２
号

　
（
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の
事

　

  

故
は
１
級
３
号
ま
た
は
４
号
）

▽
随
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方

　

２
級
１
号
ま
た
は
２
号

　
（
平
成
14
年
３
月
31
日
以
前
の　

  

　

事
故
は
２
級
３
号
ま
た
は
４
号
）

●
支
給
額

▽
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方

　

５
８
，
５
７
０
円
〜

 

１
３
６
，
８
８
０
円

▽
随
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方

　

２
９
，
２
９
０
円
〜

 

５
４
，
０
０
０
円

☎ 

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

　

 

策
機
構
福
島
支
所

　

 

０
２
４-

５
２
２-

６
６
２
６

　

５
月
20
日（
木
）に
福
島
市
お
よ
び

須
賀
川
市
で
開
催
さ
れ
る「
う
つ
く

し
ま
、ふ
く
し
ま
。
健
康
福
祉
祭（
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
）第
18
回
す
こ
や

か
福
島
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
各
競

技
種
目
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
競
技
種
目

　

卓
球

　

テ
ニ
ス

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
（
５
月
19
日
・
20
日
実
施
）

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

ペ
タ
ン
ク

　

ゴ
ル
フ（
６
月
３
日
実
施
）

　

弓
道

　

剣
道

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

な
ぎ
な
た

　

太
極
拳

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

　

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

　

ク
ロ
リ
テ
ィ
ー

　

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　

囲
碁

　

将
棋（
21
種
目
）

●
競
技
会
場

　

福
島
市
内

　
（
あ
づ
ま
総
合
体
育
館
ほ
か
）

　

須
賀
川
市

　
（
八
幡
岳
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
）

　

ゴ
ル
フ
は
、
須
賀
川
市
の
宇
津
峰

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格

　

県
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
の

方（
昭
和
26
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

●
参
加
料

　

無
料

●
注
意
事
項

　

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
を
除
く
す
べ
て

の
競
技
の
参
加
申
込
期
限
は
、
４
月

20
日（
火
）ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
は
５
月
20
日

（
木
）が
参
加
申
込
期
限
で
、
先
着
順

と
な
り
ま
す
。

　

参
加
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

観
覧
の
み
の
場
合
は
、
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

☎ 

財
団
法
人
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

　

 

連
合
会

　 

０
２
４-

５
２
３-

２
１
３
１

☎ 

福
島
県
高
齢
福
祉
課

　 
０
２
４-

５
２
１-

７
１
９
７

自
動
車
事
故
被
害
者
救
済
制
度

第
18
回
す
こ
や
か
福
島

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
参
加
者
募
集

有料広告募集中 !!

広報おのまち・小野町ホームページに
広告を掲載しませんか。

「広報おのまち」と「小野町ホームページ」に掲載する有
料広告を募集しています。詳細はお問い合わせください。

☎ 企画商工課　７２－６９３９

広　

告　

欄
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＊＊＊＊＊　上水道加入の皆さんへ　＊＊＊＊＊
　２月に実施した水道水の水質検査の結果は、次のとおりです。 ☎ 地域整備課　７２―６９３６

試験項目 水質基準 試験結果 試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml トリクロロ酢酸 0.2mg/ｌ以下 <0.02mg/ｌ

大腸菌 検出されないこと 検出せず ブロモジクロロメタン 0.03mg/ｌ以下 0mg/ｌ

シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/ｌ以下 <0.001mg/ｌ ブロモホルム 0.09mg/ｌ以下 <0.001mg/ｌ

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ｌ以下 0.26mg/ｌ ホルムアルデヒド 0.08mg/ｌ以下 <0.008mg/ｌ

シス及びトランス-1、2-ジクロロエチレン 0.04mg/ｌ以下 <0.004mg/ｌ 塩化物イオン 200mg/ｌ以下 6.3 mg/ｌ

塩素酸 0.6mg/ｌ以下 <0.06mg/ｌ 蒸発残留物 500mg/ｌ以下 121mg/ｌ

クロロ酢酸 0.02mg/ｌ以下 <0.002mg/ｌ 有機物（TOC） 3mg/ｌ以下 0.5 mg/ｌ

クロロホルム 0.06mg/ｌ以下 0.002mg/ｌ ＰＨ値 5.8～8.6 7.1

ジクロロ酢酸 0.04mg/ｌ以下 <0.004mg/ｌ 味 異常でないこと 　異常なし

ジブロモクロロメタン 0.1mg/ｌ以下 0.001mg/ｌ 臭気 異常でないこと 　異常なし

臭素酸 0.01mg/ｌ以下 <0.001mg/ｌ 色度 5度以下 2度

総トリハロメタン 0.1mg/ｌ以下 0.005 mg/ｌ 濁度 2度以下 0.5度

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
退
職

（
失
業
）す
る
と
、
市
区
町
村
役
場

で
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
に
な
る
た
め
の
手
続
を
行
い
、

平
成
22
年
度
は
月
額
１
万
５
，

１
０
０
円
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保

険
料
を
納
め
な
く
と
も
、
免
除
さ

れ
た
期
間
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年

　

金
の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に

　

算
入
さ
れ
ま
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の

　

年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

　

れ
ま
す
。

●
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免

　

除
制
度

　

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
方

は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
。

　

こ
の
特
例
免
除
で
は
、
通
常
は

審
査
の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所

得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
、

世
帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ

　

ま
す
。

●
手
続
き

　

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
へ「
国
民
年

金
保
険
料
免
除
申
請
書
」を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
申
請
書

は
市
区
町
村
役
場
ま
た
は
年
金
事

務
所（
旧
社
会
保
険
事
務
所
）に
あ

り
ま
す
）。

　

手
続
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど

　

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場

　

合
は
不
要
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

　

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

　
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

　

離
職
票
な
ど
）

●
被
扶
養
配
偶
者
の
方

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方

は
、
配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に

よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別
が
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被

保
険
者
に
か
わ
り
、
保
険
料
の
納

付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
方

も
、
配
偶
者
の
方
が
退
職（
失
業
）

時
の
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
10
年
以
内
に「
追
納
」を

し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

免
除
制
度
と
追
納
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
年
金
事
務
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

☎ 

郡
山
年
金
事
務
所

　

 

０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
４
３
４

☎ 

町
民
生
活
課

　

 

７
２
ー
６
９
３
３

国

民

年

金

コ

－

ナ

－

退
職（
失
業
）に
よ
る
特
例
免
除
制
度
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バーコード認識機能で、
携帯電話から「福島県総
合医療情報システム」を
ご覧いただけます。

し尿汲み取りのお願い

休日当番のお医者さん
月　　日 当　　番　　医 所　在　地 電 話 番 号

４月　４日（日） かとうの内科クリニック 田村市（船引町） ８１- １３８８
１１日（日） 矢 吹 医 院 三　　 春　　 町 ６２- ３０１５
１８日（日） 東部台こどもクリニック 田村市（船引町） ８１- ２５８０
２５日（日） 南 東 北 病 院 滝 根 診 療 所 田村市（滝根町） ７８- ２４４２
２９日（木） 船 引 ク リ ニ ッ ク

３月号で「南東北病院大越診療所」とお
知らせしましたが、「船引クリニック」
に変更になりました。

田村市（船引町） ８２- ０１３７

５月　２日（日） 西 山 医 院 三　　 春　　 町 ６２- ２４７３
３日（月） 中央通りクリニックやない 田村市（船引町） ８１- ２６６２
４日（火） 博 多 医 院 田村市（滝根町） ７８- ２００５
５日（水） 南 東 北 病 院 大 越 診 療 所 田村市（大越町） ７９- ２１２１
９日（日） 三 春 病 院 三　　 春　　 町 ６２- ３１３１

＊電話確認の上、受診してください。
　詳しくは「福島県総合医療情報システム」をご覧ください。

＊こども救急電話相談（毎日、午後７時～翌午前８時）
　プッシュ回線・携帯電話からは♯８０００　アナログ回線からは０２４－５２１－３７９０
　詳しくは「こどもの救急について」をご覧ください。

毎月の汲み取り日程表
日にち 地　　　域　　　名

１～４ 品ノ木・槻木内・大八の一部・浮金・塩庭二区・上羽出庭・和名田　

５～９ 仲町・本町・宿ノ後・団子田・反町・前久保・横町・大八の一部

10～14 七生根・殿町・舘廻・大八の一部　荒町・小野赤沼・皮籠石・小野山神

15～19
中通・門番・光明院・菖蒲谷
夏井の一部（樋口・川除・太子堂・町屋・都沢・午天王）

20～24
寺下・谷津作の一部（南作・松葉）
夏井の一部（石ノ平・浮内・高屋敷・原・橋本）・湯沢

25～31
谷津作の一部（前之内・高山・馬場・峰ヶ崎・鬼石）平舘・飯豊
塩庭1区・南田原井・小戸神・吉野辺・雁股田

　し尿汲み取りの申し込みをする場合は、汲み取ってもらいたい日の１週間前までに、
町民生活課へ申し込みください。
　最近、申し込み当日の汲み取りを希望する方が多く、対応に苦慮しています。
　し尿汲み取りについて、分からないことは田村地方衛生処理センターか、町民生活課
へお問い合わせください。
　田村地方衛生処理センターが行う、毎月のし尿汲み取り日程は表のとおりです。

☎町民生活課　　　　　　　　７２ー６９３３
☎田村地方衛生処理センター　８２ー１２７２



27　広報　おのまち

calendarcalendar行事カレンダー

月　日 行　　　　事　　　　名
４/ 16日（金）

17日（土）子 あそびの広場（9：30～11：30）
ふ ちびっこおはなし会（11：00～11：30）

18日（日）役 休日窓口業務実施日（8：30～17：30）　

19日（月）
20日（火）子 あそびの広場（9：30～11：30）

21日（水）母 ３カ月児健診・ＢＣＧ接種（受付13：00～13：30）
役 窓口業務延長（19：00まで）

22日（木）
23日（金）研 ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）

24日（土）子 あそびの広場（9：30～11：30）

25日（日）グ 消防団春季検閲式（9：00～）
研 桜まつりながし踊り（15：00～）

26日（月）
27日（火）子 あそびの広場（9：30～11：30）

28日（水）役 窓口業務延長（19：00まで）

29日（木）●昭和の日

30日（金）ふ 図書館休館（館内整理日）

５/ １日（土）
●交通事故ゼロ・歩行者優先の日
子 あそびの広場（9：30～11：30）

２日（日）
３日（月）●憲法記念日

４日（火）●みどりの日

５日（水）●こどもの日

６日（木）母 人権相談所開設（10：00～15：00）
役 窓口業務延長（19：00まで）

７日（金）母 育児教室（受付10：00～10：15）

８日（土）子 あそびの広場（9：30～11：30）

９日（日）●母の日

10日（月）

11日（火）子 あそびの広場（9：30～11：30）
母 離乳食教室（受付10：00～10：15）

12日（水）役 窓口業務延長（19：00まで）

13日（木）
14日（金）研 ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）

15日（土）子 あそびの広場（9：30～11：30）

子役

ふ
体

母
グ
研

役場 母子健康センター 子育て支援センター

ふるさと文化の館
町民体育館 多目的グラウンド

多目的研修集会施設

今月号より、各行事の実施場所を次のとおり表記します。

平成22年３月１日現在
　人　口 11,332 人（△15）　
　　男 5,508 人（△８）　
　　女 5,824 人（△７）　
　世帯数 3,731 世帯（△６）　

（　）内は前月との増減
福島県現住人口調査結果から

小野町の人口

町税等納期のご案内

氏　　名 年　齢 行政区
蓬　田　　　繁 79 横　町

大　方　テル子 79 仲　町

西　山　太　一 63 荒　町

籠　田　ハルミ 97 中　通

遠　藤　アイ子 84 谷津作

野　口　カ　ツ 96 谷津作

中　野　キヨ子 84 皮籠石

猪　狩　清四郎 85 飯豊上

草　野　玉　雄 77 飯豊上

村　上　智　子 83 飯豊下

木　村　俊　雄 56 南田原井

佐　藤　　　林 80 湯　沢

（２月届出分）
若　林　キ　ヨ 89 夏　井

（１月届出分）

おくやみ申し上げます

お誕生おめでとう
氏　　名 父・母 行政区

遠藤　里桜（りお） 裕一・幸子 大　八

石井琥白玖（こはく） 太士・祐美 浮　金

橋本　夢空（みら） 　学　・実佳 小野山神

（２月届出分）

※この欄は、届出の際に同意を得た方を記載して
います。

税　目 期別 納期限

固 定 資 産 税 １期 ４月30日（金）

●納め忘れのないように、ご確認く
ださい。

●納期内納入にご協力をお願いします。
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夏井千本桜
＆こまち桜回廊
見ごろ：４月20日ころ

　　　　（天候により変わります。）

　夏井千本桜・こまち桜回廊(役
場裏からＪＲ小野新町駅前・右支
夏井川沿いの桜並木）などの町内
の桜が見ごろを迎えます。

桜まつりながし踊り
よさこい・小町夢太鼓

日時：４月25日(日)午後３時～
場所：多目的研修集会施設駐車場（荒天時：大ホール）

　ながし踊り・よさこいの演舞、小町夢太鼓の演奏が行われます。
　町内の行政区や各種団体の皆さんが、地元民謡「東堂山節」や「小
町温泉小唄」などにのせて見事な踊りを披露します。
　皆さんぜひご覧ください。

この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理
された森からの木材を含んだ
用紙で印刷されています。


